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研究成果の概要（和文）：本研究は、主に21世紀のアメリカ文学（なかでも小説）において、土地との関わりが
「偶然」という要素を強調されて描かれるという現象の諸相を解き明かすことを目指したものである。その過程
で、1)主に白人作家の文学における新自由主義経済と文学生産との関係、2)移民文学における過去の記憶やボー
ダー概念の変化、3)空間的・文化的な制約を超えた「共感」への警戒感、4)「翻訳」を物語の中心に組み込んだ
小説の台頭、といった現象を考察することになった。今後、それらの主題を個別に発展させていく必要がある。
また、そうした主題を含む現代小説の翻訳紹介にも努めた。

研究成果の概要（英文）：This study has intended to tackle with aspects of the literary phenomenon in
 the United States in the 21st century, predominantly in the novel, in which descriptions of 
character’s relationship to the land they live in are accompanied by an emphasis on the element of
 "chance." This insight has led to the nuanced examinations of such subjects as 1) the relationship 
between neoliberal economics and literary production in the literature by white writers, 2) changing
 relations with the memory of the past and notions of borders in immigrant literature, 3) a sense of
 ambivalence to "empathy" beyond spatial and cultural constraints, and 4) the rise of novels that 
incorporate "translation" as the core idea in their narratives. In the future, each of these 
subjects will have to be developed individually. The translation of such contemporary literary texts
 into Japanese was also carried out.

研究分野： 現代英語圏小説

キーワード： 現代文学　英語圏文学　翻訳　移民文学　記憶と物語　創造性文化と文学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究が対象とした現代英語圏文学の研究において、アイデンティティの問題をはじめとする個人の「声」とい
う視点は広く共有されている。一方で、現代作家たちがそうした「声」の背後にある集団間での不均衡な関係へ
の注目を強め、あるいは非英語圏での記憶を英語によって語る際に「共感」への批判的視点を物語自体に取り込
んでいる、といった論点は、現代文学の成り立つ条件を論じることを可能にしたといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究を開始した時点において、21 世紀のアメリカ小説を中心とする英語圏文学の研究におい
ては、現代文学における「土着性」と「偶然」の要素をあわせて論じる試みは少なかった。特定
の土地や地域との関係が一過性で偶然のものでしかないという現象の背景にある、1980 年代か
ら進行する新自由主義経済については、文学テクストに入り込んでいるという研究は増加傾向
にあった。その一方で、文学テクスト自体が新自由主義経済の論理を内在させながら批判的な距
離を取ろうとする語りの戦略を、「共感」や「翻訳」といった主題から分析する研究はごく少数
であった。 
 
 
 
２．研究の目的 
目下のグローバリゼーションにおける覇権言語である英語での創作は、現代が抱え込んだ矛盾
をもっとも先鋭化した形で見せているのであり、その諸相を明らかにすることが本研究の主眼
である。より具体的には、本研究は、20 世紀終盤から加速的に進行するグローバリゼーション
や新自由主義経済の広がりのもとで書かれた現代の小説が、1)みずからがその状況から生まれて
いることに意識的になりつつ、2)そうした状況への批判を組み込んだ物語を作り上げる、という
課題にどう取り組んでいるのかを明らかにすることを目指したものである。 
 
 
 
３．研究の方法 
本研究は現代英語圏（主にアメリカ文学）の小説を取り上げ、1)資本や人の「移動」という現象
と、その背景としての新自由主義経済の論理が個々の文学テクストにどう影響を与え、ときには
物語の構造や主題を決定しているか、を社会学や政治学の知見を取り入れつつ考察し、同時に 2)
物語自体が、みずからの属する時代に対してどのような批判的視点を取り入れているのか、を
「共感」や「翻訳」を主題とする 2010 年代の文学研究の動向を踏まえて論じる、という手法を
採用した。 
 
 
 
４．研究成果 
研究期間中に単著の完成と刊行には至らなかったものの、共著書４冊、雑誌論文２本、口頭発表
７回（招待講演３回、うち海外での講演２回）、翻訳１４冊（共訳は除く）、辞典項目執筆１点（海
外出版）、という形で研究成果の発表を行った。以下、共著書と雑誌論文について、将来的な単
著としての刊行の基礎となるために詳述する。 
 
１）共著書 
『ノンフィクションの英米文学』（金星堂）においては、現代作家が小説を他メディアからの「ア
ダプテーション」のように偽装し、物語の受容のあり方を探りつつ、言語という表現形式の可能
性を模索していることを論じた。また、『空とアメリカ文学』（彩流社）では、現代小説における
「空」の主題に、単に空路という人の移動のみならず、ドローンなどの監視テクノロジーや移動
の自由を保証された資本という主題が絡み合っていることを確認した。『ヒッピー世代の先覚者
たち 対抗文化とアメリカの伝統』（小鳥遊書房）では、1960 年代後半から 1970 年代にかけて
の文化を牽引したヒッピー世代の感性が、21 世紀において「リバイバル」を遂げる際に、個人
主義や創造性といった特徴が反体制的なものから体制の中核に移行しているという事態を、作
家がどう受け止めているのかを分析した。また、『現代アメリカ文学ポップコーン大盛』（書肆侃
侃房）では、現代文学において「共感」が商品価値となっている現状に対して作家がどう取り組
んでいるのかを、アメリカ文学に限定せず、シンガポール、マレーシア、フィリピンなどアジア
圏の英語文学もカバーする形で考察した。 
 
２）雑誌論文 
「2018 年の小説が想像する、資本主義と物語の感染性」（文化交流研究）においては、パンデミ
ック前夜にパンデミック的状況を設定として選んだ２つの小説を論じ、物語における「共感」も
ひとつの感染の形として想定されていることを分析した。また、「ポール・ユーンにおけるディ
アスポラの記憶と物語の空白——「ウラジオストク駅」とサハリンをめぐって——」（れにくさ）で
は、韓国系アメリカ人作家ユーンが、みずからのルーツとは離れたロシア沿海州とサハリンとい
う土地を物語の舞台に選んだことで生じる、コリアン・ディアスポラと言語の関係を考察した。 
 



 
３）その他 
本研究の対象として共著書・論文でも取り上げた小説について、日本語での翻訳を出版する機会
を得た。具体的には、アルフィアン・サアット『マレー素描集』（書肆侃侃房）、モーシン・ハミ
ッド『西への出口』（新潮社）、リン・マー『断絶』（白水社）である。 
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